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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力吸収器であって、基本周波数を有する信号を受信し、
　前記信号を受信する入力節点、
　前記入力節点に電気的に接続された第１端、第２端、直列に接続された第１及び第２Ｐ
ＩＮダイオード、並びに前記第２ＰＩＮダイオードと並列に接続されたチョークを有する
第１ＰＩＮダイオード回路、
　前記第１ＰＩＮダイオード回路の第２端と電気的に接続された第１端、及び基準電圧と
電気的に接続された第２端を有する負荷抵抗器、
　前記入力節点と電気的接続された第１端、第２端、及び前記基本周波数の４分の１波長
である電気的接続を有する４分の１波長伝送線、
　前記４分の１波長伝送線の前記第２端と電気的に接続された入力、前記基準電圧と電気
的に接続された出力、及び少なくとも１つのＰＩＮダイオードを有する第２ＰＩＮダイオ
ード回路、並びに
　前記負荷抵抗器と並列の第１チョーク、を有する電力吸収器。
【請求項２】
　方法であって、信号を制限し、
　入力節点で基本周波数を有する信号を受信する段階、
　前記入力節点と出力節点との間に、前記基本周波数の４分の１波長である電気的長さを
有する４分の１波長伝送線を設ける段階、及び
　第１負荷抵抗器と直列の第１ＰＩＮダイオード及び前記第１負荷抵抗器と並列の第１チ
ョークを有する、受信信号のための第１接地経路を設ける段階、
　第２負荷抵抗器と直列の第２ＰＩＮダイオード及び前記負荷抵抗器と並列の第２チョー
クを有する、前記受信信号の第２接地経路を設ける段階、を有し、
　前記第１接地経路は、前記第１ＰＩＮダイオードと直列の第３ＰＩＮダイオードを更に
有し、
　前記第１接地経路は、前記第１ＰＩＮダイオードと並列の共振器を更に有する、方法。
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